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研究要旨 

H28 年度に実施した男性同性間性的接触による HIV 陽性者の予防啓発との接点および早期検

査・受診に関する研究において、MSM における HIV 陽性患者は、MSM のコントロール群に比して

HIV 受検率が有意に低いことを示した。そこで H29 年度は下記の研究を実施した。 

1. 既存医療施設外での HIV 検査 

2. １の検査の有効な広報手段の検討 

3. 医療機関における HIV 検査の普及・啓発手段の検討 

 

 

A.研究目的 

HIV 新規発生患者は東京、大阪、名古屋な

どの大都市では横ばいもしくは減少傾向にあ

るが、地方においては依然、増加傾向にある。

H28 年度に実施した男性同性間性的接触によ

る HIV 陽性者の予防啓発との接点および早期

検査・受診に関する研究において、沖縄、仙

台、福岡の HIV 陽性患者を対象としたアン

ケート調査により MSM における HIV 陽性患者

は、クラブイベント、商業施設利用者などの

MSM コントロール群に比して HIV 受検率が有

意に低いことを示した（図 1）。本邦における

HIV 感染の拡大を抑止するためには従来と異

なる検査機会の提供が必須である。そこで本

研究では下記の３つを実施した。 

１．既存医療施設外での HIV 検査の提供効果 

２．HIV 検査の有効な広報手段の検討。 

３．医療機関における HIV 検査の普及・啓発

手段の検討 

 

 

B.研究方法 

1．既存医療施設外での HIV 検査の提供効果 

沖縄県の最大 MSM 商業施設がある那覇市内

の MSM コミュニティー施設において HIV 検査

所を開設した。 

検査項目はイムノクロマト法を用いた迅速

検査にて HIV（HIV-1/2 抗体、P24 抗原、ダイ

ナスクリーン社）および梅毒（T・PAb ダイ

ナスクリーン社）を用いた。電話またはネッ

トによる予約制とした。受検者には任意で本

研究班のアンケート調査を依頼した。検査結

果は受検受付から 45 分後に設定した。 



 

検査日 2018 年 2月 17 日 10-15 時。 

設定予約数は 30 人であった。 

検査スタッフの構成 

HIV 専門医師 3 人（琉球大学医学部附属病院、

沖縄県立中部病院、那覇市保健所） 

HIV 担当看護師 3人 

Mabui 沖縄スタッフ・ボランティア 3人 

 

2．HIV 検査の有効な広報手段の検討 

広報手段は、コミュニティペーパー、MSM

専用掲示板、MSM 専用アプリへのバナー広告

とした。 

 

3．医療機関における HIV 検査の普及・啓発

手段の検討 

 医療機関における HIV 検査を促進するため、

どのような患者に検査を実施するかを簡便に

まとめたリーフレットを 1000 部作成し、沖縄

県医師会より会員へ配布した（付図参照）。 

 

C.研究結果 

1. 受検者数 

予約数 18人に対して、来場者は 18人で全

員が予約時間を概ね厳守して受検した。当日

参加希望が 4人で合計 22名が受検した。 

HIV 陽性者は 0人、梅毒は 1 人。 

 

D.考察 

1．既存医療施設外での HIV 検査の提供効果 

従来の保健所における MSM 検査会の受検者

8-10 人の 2 倍の参加者が来場した。予約して

来場しなかったのは 0人で、予約時間も厳守

されていた。これらのことから、保健所外で

の HIV 検査会は受検者の HIV 検査への心理的

ハードルを下げることに効果的と考えられた。 

一方、医師、看護師の勤務外での病院外の

医療活動は、派遣許可および賃金支払いに関

して、病院事務部門が難色を示した。また有

害事象発生時の傷害保険や対応についても多

くの課題があることが明らかとなった。これ

らのことは、医療施設外での HIV 検査会実施

において今後の事業継続の課題である。また、

保健所、医療施設外での採血などの医療行為

は保健所の許認可が必要であり、今回は承諾

までに時間を要した。 

 

2．HIV 検査の有効な広報手段の検討 

今回は、HIV 検査会のゲイ向けアプリ

（9monsters）、掲示板を利用した広報周知期

間はわずか１週間であったが、18 人の参加者

を集めることができ効果的と考えられた。 

 

3．医療機関における HIV 検査の普及・啓発手

段の検討 

県医師会はリーフレット作成の意義につい

て賛同を示し、配布も医師会主導で実施した。

今後は本リーフレットを利用した救急施設、1，

2 次医療機関への講演を行ってさらなる啓発

に努める予定である。 

 

E.結論 

1. HIV 検査会は受検者の HIV 検査への心理的

ハードルを下げることに効果的と考えら

れた。 

2．アプリ、掲示板を利用した HIV 検査会の広

報は効果的と考えられた。 
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付図：医療機関における HIV 検査の普及・啓発リーフレット 
 


